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研究成果の概要（和文）：本研究では徳島県沢谷地域において，北部秩父帯の内部構造，イライト結晶度による変成度
，K-Ar放射年代による変成年代をもとに，北部秩父帯と黒瀬川帯との関係について検討を行った．砕屑岩の上下判定か
ら，南部秩父帯は北傾斜で北上位，北部秩父帯は南傾斜で南上位を示す．北部秩父帯イライト結晶度は，黒瀬川帯や南
帯に対し変成度が高く，構造的下位に向かって変成度が高くなる．北部秩父帯から得たK-Ar年代は108.5±2.4Maを示す
．調査地域の南部および北部秩父帯は，両帯ともにその堆積年代が構造的下位に向かって若くなる．つまり調査地域の
北部秩父帯は，南傾斜・南上位を呈し，構造的下位に向かって変成度が高くなる．

研究成果の概要（英文）：Based on the field survey, rocks of the Northern Chichibu Belt (NCB) dip to south 
and show the southward younging. Considering with dips and strikes of the Kurosegawa Belt (KB), the NCB 
and Southern Chichibu Belts (SCB) form a syncline, and the KB may occupy in axial position of the 
syncline. Metamorphic grade of the NCB is clearly higher than that of the SCB and the KB. Metamorphic 
grade of the NCB has a definite increasing trend toward stratigraphic lower position, and that of the 
lowest position is similar to that of the Sambagawa Belt. A K-Ar age of the lowermost part of the NCB 
indicates an age of 108.5±2.4Ma. The NCB and SCB distributed in the study area were subdivided into four 
and three units, respectively, and younging polarity of sedimentary ages toward to structural lower has 
been clarified. Considering younging direction, it is clear that the NCB shows northward vergence and 
occupies structural higher position over the Sambagawa and structural lower position under the KB.

研究分野： 地質学

キーワード： ジュラ紀付加体
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１．研究開始当初の背景 
 
 非変成〜弱変成付加体で構成されるジュ

ラ紀付加体は，島弧である日本列島に最も広

く分布する地質体である．日本列島の形成史

を検証する上で，このジュラ紀付加体の内部

層序，起源，形成-変成史，他の地質体との構

造関係を明らかにしていくことは重要と考

えられる．1980 年代以降，放散虫化石やコ

ノドント化石による微化石マッピングおよ

び K-Ar 放射性年代による変成年代の決定を

もとに日本列島の地体構造区分が確立され

てきた．この中でジュラ紀付加体は，微化石

層序による詳細な年代決定によって，海洋プ

レート層序の復元が各地で行われ，ジュラ紀

古世から白亜紀最初期まで連続的に形成さ

れた付加体であると理解されている．一方で

ジュラ紀付加体は中央構造線を挟んで，内帯

と外帯に並列して分布しており，この並列関

係の理解が日本列島形成史の一つの大きな

課題とされている． 
 磯﨑･丸山（1991）や磯﨑ほか（1991）に

よって提唱された黒瀬川クリッペ説は，黒瀬

川帯の起源や構造的関係に新たな視点を加

え，黒瀬川帯を挟んで分布する北部秩父帯と

南部秩父帯が同一起源であることを提唱し

ている．さらに外帯ジュラ紀付加体が内帯の

外座体であり，同起源であるとした．そして

黒瀬川クリッペやジュラ紀付加体の外座体

の形成に三波川帯の上昇が大きく寄与して

いるとしている．これらの説は，微化石生層

序によって明らかにされてきた構成岩類（海

洋性堆積物と海溝充塡堆積物）の地質年代と

復元される海洋プレート層序の類似性，泥質

岩の自生白雲母の K-Ar 放射性年代が示す変

成年代のデータの積み上げによって構築さ

れた． 
 しかしこれらの説では変成度，特にジュラ

紀付加体の変成度に対する検証が，十分に行

われているとはいえない．例えば，内帯と外

帯のジュラ紀付加体が海溝から大陸側に同

一で連続した地質体であれば，(1)その埋没深

度を考慮すると外帯より内帯の方が変成度

が高くなること，(2)外帯のジュラ紀付加体で

は北部秩父帯が三波川帯に匹敵するような，

より高い変成度を示すこと，および (3)北部

秩父帯が北フェルゲンツ（南傾斜で南上位）

の内部構造を持つことなどが期待される．従

来このような変成度の観点から，クリッペ説

の検証は行われていない． 
 
２．研究の目的 
 
 日本列島の形成史を考える上で黒瀬川帯

を含めたジュラ紀付加体の内部構造･構造関

係を明らかにすることは重要である．一つの

解釈として提唱されている「黒瀬川帯が外帯

ジュラ紀付加体の構造的上位に累重してい

る」というモデルについて，本研究では，イ

ライト結晶度を用いた各地質体の変成度の

観点から，これを検討した．三波川帯の上昇

に伴い，より深部(高変成部)の露出や構造的

改変が期待される北部秩父帯の内部構造お

よび変成度の詳細を明らかにすることで，外

帯ジュラ紀付加体と黒瀬川帯との関係を検

証した．両者の構造関係を明確にする過程で

大陸縁での島弧発達史におけるジュラ紀付

加体の構造的改変の意味を明確にすること

を目的とした． 
 
３．研究の方法 
 

 本研究では以上の観点から，三波川帯-北

部秩父帯-黒瀬川帯-南部秩父帯が分布する

徳島県沢谷地域において，南部および北部秩

父帯，黒瀬川帯の内部構造を踏査によって検

討し，これら各帯の南北断面において，イラ

イト結晶度を用いて変成度の検討を行った． 

 微化石による構成岩類の年代が，ほぼ明ら

かにされている北部秩父帯および南部秩父

帯においては，特に砕屑岩類の級化構造や斜

交成層などの堆積構造に着目して地層の上

下判定を用いることで，各帯の内部構造（フ

ェルゲンツ）を検証した．また南部秩父帯-

黒瀬川帯-北部秩父帯の南北断面において，

泥質岩を系統的に採取し，イライト結晶度に

よる変成度を測定した．その結果をもとに各

帯の変成度プロファイルを作成した． 
 
４．研究成果 

 

 野外調査における走向・傾斜および砂岩層

などの上下判定から，南部秩父帯は北傾斜で

北上位を示すのに対し，北部秩父帯は南傾斜

で南上位を示している．黒瀬川帯の走向・傾

斜なども考慮すると秩父累帯は，大局的には

半波長 14km 程度の向斜構造を呈している． 



 イライト結晶度(IC 値)は，続成帯～エピ帯

(沸石相～緑色片岩相)に相当する変成度を

示す．構造的上位の黒瀬川帯はすべて続成帯

(266℃＞)で，南翼に限れば，構造的下位に

向かって変成度(被熱)が高くなる傾向を示

す．南部秩父帯も続成帯相当の変成度を示す

が，層位と変成度に顕著な傾向や相関は見ら

れない．これに対し北部秩父帯の測定試料は，

アンキ帯(266℃～302℃)とエピ帯(302℃＜)

相当の変成度を示し，黒瀬川帯や南帯と比較

し明らかに変成度が高い．さらに構造的下位 

(北)に向かって変成度が高くなる傾向がみ

られる．また，沢谷地域において周辺地域よ

りも高い変成度を示す．三波川帯の IC 値は

すべてエピ帯(302℃＜)相当で，北部秩父帯

の最下部(最北部)と同等の変成度を示す． 

 北部秩父帯から得た K-Ar 年代は 108.5±

2.4Ma を示す．この変成年代は本調査地域の

東方で示された変成年代（104.7～114.7Ma; 

鈴木ほか，1994）にほぼ類似するのに対し，

沢谷地域のの変成年代（210.7±5.1Ma；磯崎

ほか，1992）とは大きく異なる．沢谷地域に

は，スレート劈開とキンク褶曲で特徴づけら

れる頁岩，リップアップクラストに特徴づけ

られペルム系錦層群に類似する緑色砂岩な

ど，周辺地域と異なる岩相が分布する．これ

らは，山北（1998）で識別されたペルム紀付

加体に相当すると考えられるが，北部秩父帯

との接触関係やペルム紀付加体の帰属につ

いては，今後の課題である． 

 調査地域の南部および北部秩父帯は，富永

(1990)によりそれぞれ４つと３つのユニッ

トに細分され，両帯ともにその堆積年代が構

造的下位に向かって若くなる年代極性が明

らかにされている．また君波ほか（2007）や

Kiminami(2010)は本調査域の北部秩父帯に

おいて，砂岩の堆積構造から，そのほとんど

が南上位であることを示している．したがっ

て調査地域の北部秩父帯は，南傾斜・南上位

の内部構造を呈し，構造的下位に向かって変

成度が高くなる．特に，北部秩父帯の北翼は，

三波川帯と同等の変成度を示し，その変成年

代は三波川変成年代 100～125Ma の範囲に収

まる．これらは北部秩父帯が三波川変成作用

を受けていることを示し，北部秩父帯が三波

川帯の構造的上位を占めることを示唆して

いる 
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